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スイスのスポ ー ツについ て
l 9 7 9年 l 0 月、 1 1 月にかけ、約ーカ月間、
西ドイツ、 スイス、オーストリア、イギリス四ヵ
閲のスポーツ連盟およびスポーツカウンシルの訪
問の機会を□本体汀協会から与えられ、各直のス
ポーツに関する少しばかりの情報を得ることがで
さました。私IC与えられた大きな任務は西ドイツ
（＊フガイスマー）において開かれた胃少年とス
ポーツにOOするセミナーヘの参加、 発表であった
のですが、 西ドイツに関するtll報はかなり多くの
人によって与えられているので、ここでは、 私が
輿味深く感じたスイスのスホーツに関するレポー
トを試みたいと思います
l. スイス・スポーツの歩み
スイスのスポーツについては投雑はところが多
いのですが、 C く簡mにスポーツの歩みについて
ふれていく C とから始めてみたいと思います。
l 8 1 2年Cろ器械体授を中心とした体授クラプ
が誠生、 l 8 5 0 年には多種のスボーツ活動をす
ろクラプが出現しています。これら二つのクラプ
はスポーツ活動をすることをH的とした巾立のク
ラブであったわけですが、その後、 1 8 7 5 年IC
なると社会政策的なスボーツ団体かでてきました。
そして l 9 2 0 年とろからは床教を中心とした、
すなわちヨーロッパによくみられる依向ですかカ
トリック、プロテスタントに代汲されろスボーツ
団体が出現してきたのです。以後、近代1i樋、射
撃、 馬術、フェンシング、 水泳、 クロスカントリ
ーといった匝目を扱う爪隊スポーツも現われ、 ま
た、学生のスボーツ団体も結成されていっていま
す。こういったいくつかの段階を歩み、現在は、
みんなのためのスポーツという観点力ら、中立の
スポーツクラプやカトリックスポーツクラプ、労
働者を中心としたスポーツクラブ、 単隊のスポー
ツなどを中心にスポーツが形成されています。
2. スイス・スポーツの構遺
スイスのスポーツは「民間スポーツ」と、軍隊
スボーツ、義拐としての学校体育の含まれる「行
千葉大学教養郡 片山孝正
政スポーツ」の二面域に分類でさます。ローカル
の段内では先に示した多数のスポーツクラプが存
b し、 カントン（日本の↓R レペルに相当？）の段
階では、これらのスポーツクラプが連盟にひとま
とめにされています。そして全国段階になると
7 0 の種目別競技団体として統轄され、これら全
ての連盟がスイス ・ スポ＿、ソ連盟に統帽されてい
ます。学校教育1こついては原則的にはカントンが
U任を負っているのですが(AnICついては例外で、
l 8 7 4 年に制定された第二の憲法によって以釆、
注中少しの変更はみられたが将来の兵役に対する
m前訓l絨という性格を持たせられていろことから
視任は軍m省の官侶-Fie.おかれています。しかし
2年後には文部もの官轄になる 'f定であるとのこ
とです。学校体育と ＂＂I',りの関係を、今少し説明
すろとさきほど示した憑江により、将米の1間昨兵
役を考慮し、学校において週:.....時間のスポーツと
体挽をすることが男·f•生徒に義務づけられたこと
に始まっています。 1 9 7 0 年には、唱三時間 ・
女子も対象とされにことから学校体百については
買ぶもの方からなおー咽強いコントロールを受け
るようになり、今日 1C室っています。
叩隊におけるスポーツが盛んな点でも特位のあ
る国といってよいと思いますが、これらについて
も箪9省のコントロール下にあるわりです。
3. カントン（特にシュヴ 4 ッツ ） の スポーツ
スイスの国の構造は連邦制をとり、各カントン
の独立性が非常に強いわけですが、まず、 カント
ン ・ シュヴィッツの石没ICついて紹介することか
ら始めます。
面ffi908“、人口 95,000 人、 スイスカン
トンの中で l 3 番日の規只を有し、 3 0 の巾町村
が含まれています。大きな市としては、 ノュヴィ
ッ ツ（人1:11 2.0 0 0 人） ・ アイジーデルン
(l 0, 0 0 0 人）などがありますが、 1 0 0人以
下の小さな村もあります。
カントン政府には、 議会はないが、 7~9人の
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メンベーから威る内閣のようなものがあります。
従って謂貝制度もないわりで、住民＝謡U という
関係が成り立ら、定められたぶ準外に関するm項
についてはすぺてl国民投票に足井を問う仕組みに
なっています。カントン ・ シュヴィッツにおける
7 人から成る内鳴0yi1 にスボ＇ーツ関係の大臣 も 含
まれており、教noo係の者がこれにあたっている
現状です。
m カントン ・ 体挫 ・ スポーツ局の位四づけと
役割り
カントン ・ {H採 ・ スポーツ局（、以下、 カント
ンスポーツ凶）のUの巾での位閉づけについて
ですが、スイスにおいては文部省といったもの
はなく 、 現{EのところnI屯行そして連邦スボー
ツマグリンゲンの卜:u:.11'.ll口づけられています。
しかしカントンシュヴィッツにおける体代 ・ ス
ポーツの関係は、 教育部門のもとに以かれてい
ます。カントンスポーツ1品の役割りについては、
連邦法に必づさ定められたカントンの条令に沿
って行政サイドの立場からスボーツを推進 ・ 百
威することにあるわけです。民間のスポーツ団
体については3うにおよばず、小 ・ 巾学校の体
探 ・ スポーツについても教育局からの条令に従
い役っています。また、このスポーツ局では、
カントン内におけるスポーツ施設のコンサルタ
ントの役割りも火たしたり、スポ-ットトにつ
いても扱うなど、 少ない訊目で非常に広範な活
勅をしています。次1こ、これら広範なスポーツ
育成活動の支えとして見のがすことのできない
二部門からなる専門妥且会について紹介します。
この1,.'J.門安且会は行政側とカントンにおける諸
連盟の代火により溝成されていて政府に対して
忠告 ・ アドバイスする諮門捐関としての機能を
史たしています。 「fi少年とスボーツ」委U会
では行孜側とこの分野の活動をて施していくカ
ントン緒連盟との潤整役を果たし、 r 学校体打」
委は会では、 i？校体育4門家と行政側代表で1屑
成され、教打切に対する補佐的役割りを兌揮し
ています
（イ） カントン ・ シュヴィッツの民間スポーツ
民間スポーツ団体は、スポーツを実際に行な
うところで行政の万がこれ引推進していく仕刹
みになっています。カントン ・ シュヴ f ッツス
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ボーツ連盟を頂点に、猪連盟 ・ 各地域の仕代、と
スポーツクうプが組織されているわりです。ヵ
ントンスポーツ連盟の大きな役割りは、各連盟
・ クうプの潤盤役にあるといえます。これらの
連盟やクラプヘの補助金は、 ・スポーツかけ金か
ら上がってきて、 トト妥U会で行理される貧金
によって出されます。しかしながら、学校体育
の施設等ば税金それにカントンからの補助金
で設けられ、スボーツ,.卜とはOO係を持たない
仕組みになっています。
(’ガスポーツ 1、 lg出会
迩邦政府では、 スポーツ賑飩助成金の捻出万
注としてスボーツトトを認めていますが、これ
をとおして得られに収益のすぺては、民間スポ
ーツ団体に支出される制度になっています。卜
トの対象利目は、サッカーが士で、他に、競馬、
スキー、 アイスホッケーなどがあります。こう
したスポーツかり金を尖際に扱う団体は民間の
団ししですが、カントンの訂可を受けたものだけ
が括動できる仕組みです。ちなみに、 l 9 7 8 
年におりるスポーツかけ金の収益は全国で、
1,950 万スイスフランにのぽります この収
益は、トト運営に要しf絆セを至し引き、スポ
ーツ振闘汽金として、 SLS( 全因 L ベルの民
問スポーツ連盟） I' l /4、そして、 各カントン
の人口とスポーツ参/J呼 1こよる比半で t って、
各カントンに分配されるのです。入都市を阻え
ろチューリヒには 3 8 0万スイスフランが、シ
ュヴ ・1 ッツには 250]J フランが、 1 9 7 8年
に分配されています。各カントンでは、 Lの分
配金をスポーツ振興助成金として、各連盟やク
ラプの要請により支出するわけですが、分配月
注についてはカントン内で規定が設げられてい
ます。
スポーツトト委貝会はこれらのスポーツかり
金から上がってさた臼金の行理を任せられた委
貝会で、カントン政府の方から任命された女且、
行政側 3 ・ 民間連盟(t没 7の計 l 0 名により溝
戚されています。
この交日会も先に上げた「＇渭少年とスボーツ」
・委U会、 「学校体行」凌n会同様に、政治レペ
ルの内門委日会ととらえてよく 、 政府に対する
諮門椙関1こなっているわけです。カントン ・ シ
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ュヴィッツにおいては毎'{I.Iこ、各辿盟 ・ クラプ
よりの資金援助申品が出されていますが、
1 9 7 9年には 2 0 2のクラプより申請が出さ
れたとのことです。
4. 地域のスポーツクラプ
地域のスポーツクラプについて、私が訪問した
町（アイジーデルン）の様子を紹介します。この
町のスキークうブカらは札幌オリンビックの際、
距離競技で二人のメダリストが誕生しています。
この町で代汲的なスポーツクラプ（以下、クラプ）
は、中立のエーテーファオと、カトリック系のカ
ーテーファオの二つの体採クラブです。これらの
クラプの活動種目は、器械体採、新体採、レスリ
ング、ハンドポール、コルプバル（ポール）など
です。スイスの場合、このような複合種目のクラ
プが多くみられますが、これらのクラブの目指す
ところは、みんなのスポーツです。他に単一種目
のクラプとして、先に上げたスキークラプや、パ
レーポールクラプ、 テニスクラプ、アイスホッケ
ークラプ、サッカークラブなどのいくつかが存在
しています。
クラプの活動について少しふれます。エーテー
ファオは会員 50 0~600名を有する大きなク
ラプで、活動種目は体採を中心として幅広いが、
実際の活動では、大きなグルーブをいくつか形成
し、会aが同一のプログラムを消化すろといった
形で進められているようです。一方、カトリック
系のカーテーファオは 1 5 0 名ぐらいの会日を持
つクラプですが、実際の活動プログうムでは個人
洞人で身体を動かし、 トレーニングを上たる目的
とした内容が組み込まれていろのが特徴的でした。
これら二つのクラブに比ぺ、屯一種目のクラプで
は、会貝数はやや少ないが、活動内容はどららか
といえば、競技的なスポーツ志向に基づいたもの
が多く感じられます。特に、サッカークラブなど
では、 8オぐらいからリーグ形式のクラブ対抗試
合が組まれているほどです。
これらいづれのクラブにおいても、パッシプな
会只を抱えており、これらの者もクラプ日として
登録されている点で特徴があろといえます。
次1ここれら各クラプ問の協力体制1こついてスイ
スの国の特殊なm情から述ぺる必要がありますの
で、ふれておきたいと思います。一般的に、クラ
ブ間の協力の体制強化は活動の活発化をはかる上
で重要なことですが、スイスにおいては特に、ス
ポーツ施設廷設等活動の場を設けることに対して
も、市民の多くの臼成を得る必要があるといった
iJ1悩から特に強潤されなくてはならないのです。
例えば、 スポーツ施設廷設については、市民の賛
一否を国民投巣ll'..より問う必要があり（余暇施設IC.
ついては、 カントンではなく市町村レペルで廷設
される）ークラプの力だけではとても願いが叶え
られないことが多く、スポーツを愛好し、活動す
る同胞としての多くのクラプが共通の意志を持つ
ことの必要性があり 、 協力の重要性が強潤される
わけです。こういったことからいくつかの地域で
は各クラプの利益を代表すろためにクラプ連絡評
項会などが設けられています。
5. 連邦マグリンゲン ・スポーツシ ューレ
マグリンゲン ・ スポーツシューレは国立ですが、
これには、国、スポーツ連盟、ピール市が協カ ・
参画しています。新設された体育館、 全天候陸上
競技島、研究所などは、スポーツ連盟の方から資
金が出され、用地についてはピール市からの提供
によろものであるとのことです。スポーツ施設は
先に上げた施設の他に、いくつかの小体育館（体
採場など）、ハンドポール ・ サッカー場、それに
研究所に隣接した陸上トラックなど非常に広範な
上地に散在する形で設けられています。研究施設
ではスポーツ生物学、スポーツ医学、 スポ＿ツ心
理学、スポーツ教育学などの分野が扱われていま
すが、最近ではドーピングの研究で世界の注目を
あびています。宿泊施設も完備されていて、 との
シューレで実施される各種行mの参加者が利用で
きるよういくつかのコティジに分散してペッドが
用意されています。次1こ、スポーツシューレの役
割り ll'..ついてふれてみます。
シューレの運営万針は、④養成・研修 ®研究
C"面の三点を基本としてなされるよう連邦法に
よって定められています。それぞれの内容につい
て示すと次のようになります。®には、 「百少年
とスホーツ」「軍隊スポーツ」の指導者の養成、
スポーツ教師 ・ コーチの研伍が含まれ、⑪には、
スポーツに関する生物学、 医学、心理学、教育学
分野の研究と、エリートスポーツ選手達の医学的
チェックに関するサービスが含まれ、 OIこは、 行
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政側スポーツに関する諸々の巾飴処理が含まれて
います。 0の仕巾を受け持つ連邦スボーツ局の主
な任祐としては、国のガからスポーツ連盟9C.対す
る補助金の分配、学校を終了して罰棠訓阻期間1こ
入っている屈菜訓練生に対するスポーツ官理、ス
ポーツ施設等のコンサルクントなどが上げられま
す。民間スポーツ連盟の総本山は首府ペルンにあ
るのですが、国のスポーツに関するすぺてのコン
トロールはこの連邦マグリンゲン ・ スポーツシュ
ーレ内でなされています。
（おわリに）
此のたび、．aに原稿依頼があり、少々とまどい
ましたが、スイスにおいて、 スポーツ局、スポー
ツ連盟、カントン、シュヴィッツスポーツ局、ア
イジーデルンの六つのクラフー、それぞれのヒ層部
の人、指導者達から得た1針報を私なりにまとめ、
報告しました。文中、 私見もはいり、正確を欠く
ことがあったかもしれませんか、その時は御容赦
下さい。なおこの報告は、日本体行協会への報告
占と一部重複すると Cろがあることを付け加えま
す。
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